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森トラスト株式会社との資本業務提携について森トラスト株式会社との資本業務提携について

■ 2012年2月23日付で森トラスト株式会社と資本業務提携契約を締結

■ 本業務提携を通じて、両社が相互に経営ノウハウを提供し、国内におけるマンションの企画・開
発・販売等を協力して推進し、両社の企業価値向上を図る

■ 当社代表取締役社長である荒牧杉夫は、本提携以降も引き続き代表取締役社長として経営に
関与

■ 2012年6月開催予定の当社株主総会において、森トラスト株式会社大阪支店長半田智之氏
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エスリード松原松ヶ丘第２ （2012年2月竣工引渡）



１）2012年3月期決算ハイライト

Ⅰ．2012年3月期 決算概要

通期業績予想数値と実績値との差異通期業績予想数値と実績値との差異

■ 連結 （業績予想公表：2011年５月12日） （単位：百万円）

増減額実績業績予想 増減率

売上高 21,358 +35821,000 +1.7％

営業利益 2,735 △142,750 △0.5％

経常利益 2,201 +12,200 +0.1％

当期純利益 1 205 △441 250 △3 6％当期純利益 1,205 △441,250 △3.6％

1株当たり当期純利益（円） 78.13 △2.8781.00 △3.6％

1株当たり配当金（円） 25.00 ±025.00 ± 0.0％

引渡戸数（戸） 1,006 +25981 +2.5％

■ 売上高は前期に引き続きマンション販売が好調に推移した事により ほぼ計画通りに着地

1株当たり配当金（円） 25.00 ±025.00 ± 0.0％

■ 売上高は前期に引き続きマンション販売が好調に推移した事により、ほぼ計画通りに着地

■ 利益については、来期引渡物件の販売を前倒しで行ったものの利益率の改善により、期初想定通りの実績で
着地

■ 全社的なコスト削減の継続的な実施により、販売費及び一般管理費を削減
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２）連結経営成績
（単位：百万円）

Ⅰ．2012年3月期 決算概要

（単位：百万円）

対前年同期比2012/3月期2011/3月期

増減額 増減率 （％）金 額 百分比（％）金 額 百分比（％）

売上高 21 358 +499 +2 4100 020 859 100 0売上高 21,358 +499 +2.4100.0

売上原価 14,867 +153 +1.069.6

売上総利益 6,491 +346 +5.630.4

販売費及び一般管理費 3,755 +171 +4.817.6

20,859 100.0

14,714 70.5

6,145 29.5

3,584 17.2販売費及び 般管理費 3, 55 863,58

営業利益 2,735 +175 +6.812.82,560 12.3

営業外収益 56 △15 △21.80.372 0.3

営業外費用 591 △36 △5.82.8627 3.0

経常利益 2,201 +195 +9.810.32,005 9.6

特別利益 5 △72 △92.60.077 0.4

特別損失 0 +0 －0.0－ －

当期純利益 1,205 +13 +1.25.61,191 5.7

1株当たり当期純利益（円） 78.13 +0.91 +1.2－77.22 －

1株当たり純資産（円） 1,727.50 +53.66 +3.2－1,673.84 －

■ マンション販売が計画通りに進捗し引渡戸数が大幅に増加（前期比270戸、36.7％増）

■ たな卸資産評価損１億23百万円を売上原価に計上し 財務体質の健全性はさらに向上

引渡戸数（戸） 1,006 +270 +36.7－736 －
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■ たな卸資産評価損１億23百万円を売上原価に計上し、財務体質の健全性はさらに向上

■ マンション販売が好調に推移した事に伴い、販売経費は増加したものの、全社的なコスト削減を継続的に実施



３）連結財政状態

Ⅰ．2012年3月期 決算概要

（単位：百万円）

流動資産 46,673 +1,27945,394

（現金及び預金） 12 955 +1 20811 747

2012/3月期 増減額2011/3月期

たな卸資産：316億48百万円

有利子負債残高：177億58百万円

現預金残高：129億55百万円

（現金及び預金） 12,955 +1,20811,747

固定資産 △

（売掛金） 434 +258176

（販売用不動産） 12,744 △1,85814,602

（仕掛販売用不動産） 18,904 +1,71917,185
①

①たな卸資産

Point

自己資本比率：51.3％

純資産残高266億58百万円

固定資産 5,328 △3025,630

資産合計 52,001 +97651,024

（建物及び構築物） 1,524 △811,605

（土地） 2,876 △82,885

①たな卸資産

「販売用不動産」
売買契約を解約となったオフィスビル２棟、
マンション３棟は一時的に自社で保有し賃貸資
産として稼働中、市況の動向をみて販売予定
（うちマンション１棟を戸別分譲開始 2012/3

流動負債 11,714 +3,1098,605

（支払手形及び買掛金） 4,365 +3,1571,207

（短期借入金） 517 +9508

（1年内返済予定の長期借入金） 4 686 △1994 886

②

③

（うちマンション１棟を戸別分譲開始、2012/3
月期販売予定分は全戸引渡済）

未供給在庫：10,270百万円

完成在庫 ：2,473百万円

期末内訳）

固定負債 13,628 △2,96016,589

（未払法人税等） 772 △2621,034

（ 期借 金）

（1年内返済予定の長期借入金） 4,686 △1994,886

③ ②仕入債務

「仕掛販売用不動産」
マンション用地仕入れが順調に進捗したことにより
増加

（社債） 120 －120

負債合計 25,343 +14925,194

（長期借入金） 12,434 △3,05615,490

純資産合計 26,658 +82725,830

（利益剰余金） 21,854 +81921,034

③ ②仕入債務

第4四半期のマンション竣工に伴う建築工事費等の
仕入債務が増加

③有利子負債

販売用不動産取得資金の返済、マンションの竣工
により32億46百万円減少
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負債純資産合計 52,001 +97651,024
により32億46百万円減少



４）主要経営指標の推移

自己資本比率 流動 率 定比率

Ⅰ．2012年3月期 決算概要

4 2 6

4 5 .8
5 0 6

5 1 .3

50.0

5 2 7.5

3 9 8 4470 0

570.0
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30.0

自己資本比率 流動比率 固定比率

4 2 .6 5 0 .6
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45.0

1 8 8.0
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270.0
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170.0
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10.0
2009/3 2010/3 2011/3 2012/3

自己資本比率 （％）＝自己資本÷資産合計×100

（％） （％） （％）

流動比率 （％）＝流動資産÷流動負債×100 固定比率 （％）＝固定資産÷自己資本×100

有利子負債依存度 ネットD/Eレシオ 現金及び現金同等物期末残高

1 8 ,616

1 2 293

16,000

19,000

3 4 .8

4 1 .8
4 1 .2

3 4 .140.0

50.0 0 . 32
0 . 36

0.25

0.30

0.35

0.40

1 4 ,124
1 1 ,041

1 2 ,293

7,000

10,000

13,000

20.0

30.0
0 . 05

0 .18

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

2009/3 2010/3 2011/3 2012/32009/3 2010/3 2011/3 2012/3 2009/3 2010/3 2011/3 2012/3

■ 財務の健全性・信頼性を堅持、安全・確実な経営を推進。自己資本比率は51.3％と高い水準を維持

■ 仕入債務の増加に伴い流動比率は低下

（％） （倍）

有利子負債依存度（％）＝有利子負債÷資産合計×100 ネットD/Eレシオ （倍）＝（有利子負債－現預金）÷自己資本

（百万円）

現金及び現金同等物＝現金及び預金勘定－預入期間が3ヶ月
超の定期預金等

Nihon Eslead Corporation 7

■ 仕入債務の増加に伴い流動比率は低下

■ 現預金残高の増加、有利子負債の減少に伴い、有利子負債依存度・ネットD/Eレシオともに低下。現金及び現金同等物期末残高は

122億93百万円と増加



５）連結キャッシュ・フローの状況

Ⅰ．2012年3月期 決算概要

2011/3月期 2012/3月期 増減額（単位：百万円） 当期における主な増減要因

営業活動によるキャッシュ･フロー

税金等調整前当期純利益

4,608 +5,091△483

2,206 +1222,083 税金等調整前当期純利益22億６百万円

売上債権の増減額

たな卸資産の増減額

仕入債務の増減額

△258 △1,165907

27 +318△290

3,157 +7,077△3,919 仕入債務の増加31億57百万円

前受金の増減額 370 +376△5 前受金の増加３億70百万円

投資活動によるキャッシュ･フロー

法人税等の支払額

304 +634△329

△1,093 △950△143

定期預金の純増減額 294 +555△261

法人税等の支払10億93百万円

定期預金の払戻と預入に伴う純収入２億94百万円

前受金の増減額 370 +376△5 前受金の増加３億70百万円

有形固定資産の売却による収入

財務活動によるキャッシュ･フロー

短期借 金 純増減額

△3,660 △1,390△2,270

有形固定資産の取得による支出 △3 +35△39

+2020－

短期借入金の純増減額

長期借入れによる収入

長期借入金の返済による支出

9 +7,202△7,193

5,276 △2,6867,962

△8,532 △5,780△2,752

新規プロジェクト資金として71億16百万円を
借入れ、販売用不動産取得資金及びマンション
の竣工・引渡に伴いプロジェクト資金103億62
百万円を返済したこと等により32億46百万円
減少社債の発行による収入 － △119119

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

配当金の支払額

1,252 +4,335

11,041 △3,082

△3,082

14,124

△386 △0△385

前期末に比べ12億52百万円増加

社債 発行 よる収入
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現金及び現金同等物の期末残高 12,293 +1,25211,041



６）セグメント別業績

Ⅰ．2012年3月期 決算概要

（単位 百万円）セグメント情報等セグメント情報等

2011/3月期

売上高 セグメント利益

2012/3月期

売上高 セグメント利益利益率（％） 利益率（％）

（単位：百万円）セグメント情報等セグメント情報等

不動産販売事業

その他

18,093

2,765

2,102

847

19,075

2,283

2,653

555

11.6％

30.6％

13.9％

24.3％

合 計 20,859 2,950 21,358 3,20914.1％ 15.0％

（単位：百万円）タイプ別引渡実績タイプ別引渡実績

ファミリータイプ

2011/3月期

292

引渡戸数（戸） 売上高

10,198

2012/3月期

341

引渡戸数 （戸） 売上高

8,772

売上高構成比（％）

56 4％

売上高構成比（％）

48 0％

売上高

ファミリ タイプ

シティタイプ

合 計

292

444

736

10,198

7,895

18,093

341

665

1,006

8,772

9,487

18,260

56.4％

43.6％

100.0％

48.0％

52.0％

100.0％

■ 不動産販売事業では適正な利益を確保できる物件の引渡を行ったことにより利益率が上昇

■ 2012年3月期末のマンション管理受託戸数は206棟、14,145戸（連結子会社：エスリード管理）

■ 2012年3月期末の電力管理受託戸数は42棟、3,893戸（連結子会社：綜電）

Nihon Eslead Corporation 9



７）販売及び契約実績

Ⅰ．2012年3月期 決算概要

（単位：百万円）

期首契約残高

戸数（戸） 金 額 戸数（戸） 金 額 戸数（戸） 金 額戸数（戸） 金 額

期末契約残高期中引渡高期中契約高

/ 期 6,632541 14,538 890 20,830 841,347 28,7362009/3月期

76084 6,632 826 15,556 25885 21,4282010/3月期

2,71825 760 886 20,051 175736 18,0932011/3月期

注）1．期末契約残高＝期首契約残高＋期中契約高－期中引渡高

■次期引渡予定戸数に対する期末契約状況の推移
下半期竣工引渡物件紹介

6,208175 2,718 959 21,749 1281,006 18,2602012/3月期

2．2012/3月期の期中契約高、期末契約残高（金額）にはホテル1棟を含む

■次期引渡予定戸数に対する期末契約状況の推移

40
期末契約済戸数 次期引渡未契約戸数 期末契約進捗率

（単位：百万円） （単位：％）

下半期竣工引渡物件紹介

2012/3月期
引渡予定戸数

2010/3月期
引渡予定戸数 1 033

2013/3月期
引渡予定戸数

1,000

20

30
965

764

981
引渡予定戸数

2011/3月期
引渡予定戸数

引渡予定戸数 1,033

905
890881

7398.7%

3.3%

9.3%

12.4%500

10
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25

91
128

.

0
2009/3月末 2010/3月末 2011/3月末 2012/3月末

0

エスリード福島ＷＥＳＴ

2012年2月竣工引渡

地上14階 総戸数：91戸

エスリード阿波座ＣＩＴＹＷＥＳＴⅡ

2012年2月竣工引渡

地上12階 総戸数：55戸



Ⅱ 近畿圏の市場動向Ⅱ．近畿圏の市場動向

１２１） 近畿圏マンション市場動向 ・・・・・・ １２１） 近畿圏マンション市場動向

２） 近畿圏マンション価格動向

３） 近畿圏の人口動向

１３

１４

・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・・・・・・・

４） 近畿圏の地価・建設コスト動向 １５・・・
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１） 近畿圏マンション市場動向

Ⅱ．近畿圏の市場動向

70,000 100
新規供給戸数 在庫数（年末） 新規契約率

近畿圏のマンション新規供給・在庫数・新規契約率の推移

70.2 71.774.3
70.8 71.9

76.4 76.9

72.9
68.050 000

60,000

80

30 21930 146
33,06431,85731 258

39,087
36,673

68.0

60.4 61.3

40,000

50,000

60

21,716
19,784

22,744

30,21930,14631,258

20,219
20,000

30,000
40

3,9715,233
6,3445,7694,6713,8544,3444,371

7,168
6,155

3,307

0

10,000

0

20

2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年（戸）

■ 2011年（１～12月）の新規供給戸数は、前年同期比6.9％減の20,219戸、2012年の発売は20,700戸の見込み

■ 新規発売戸数に対する契約率は 好調の目安となる70％を上回り 前年同期比1 5ポイントアップの71 7％と堅調に推移

出所： 不動産経済研究所 （暦年ベース）
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■ 新規発売戸数に対する契約率は、好調の目安となる70％を上回り、前年同期比1.5ポイントアップの71.7％と堅調に推移

■ 販売在庫数は、前年同期比664戸減の3,307戸と2008年をピークに急速に減少



２） 近畿圏マンション価格動向

Ⅱ．近畿圏の市場動向
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出所： 不動産経済研究所

40.0
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出所： 不動産経済研究所

（万円）

近畿圏 地域別供給実績前年比

2010年実績 2011年実績 増減率（％） 2010年実績 2011年実績 増減率（％） 2010年実績 2011年実績 増減率（％）

大阪府 3,453 3,475 0.6% 49.3 50.6 2.6% 70.0 68.7 ▲1.9%

（大阪市） 3,248 3,361 3.5% 52.2 53.2 1.9% 62.2 63.2 1.5%

（大阪府下） 3,622 3,642 0.6% 47.4 47.5 0.2% 76.4 76.7 0.3%

兵庫県 3,581 3,649 1.9% 49.8 50.0 0.4% 71.9 73.0 1.5%

平均価格（万円） 分譲単価（万円／㎡） 平均面積（㎡） 　※１

（神戸市） 3,614 3,665 1.4% 52.0 55.3 6.3% 69.5 66.3 ▲4.6%

（兵庫県下） 3,549 3,637 2.5% 47.8 46.7 ▲2.3% 74.2 77.9 4.9%

京都府 3,243 3,355 3.5% 47.5 49.0 3.2% 68.3 68.5 0.3%

（京都市） 3,281 3,460 5.5% 52.1 51.9 ▲0.4% 63.0 66.7 5.9%

（京都府下） 3,153 2,714 ▲13.9% 38.9 34.4 ▲11.6% 81.1 78.9 ▲2.7%

滋賀県 3 053 2 994 ▲1 9% 38 4 41 3 7 6% 79 5 72 5 ▲8 8%

■ 2011年（１ 12月）の戸当たりの平均販売価格は 前年同期比38万円 1 1％ア プの3 490万円

出所： 不動産経済研究所「近畿圏のマンション市場動向」より当社作成※１ ・・・ 平均面積（㎡）は、平均価格（万円）÷分譲単価（万円／㎡）で算出

滋賀県 3,053 2,994 ▲1.9% 38.4 41.3 7.6% 79.5 72.5 ▲8.8%

奈良県 3,756 3,402 ▲9.4% 49.5 47.0 ▲5.1% 75.9 72.4 ▲4.6%

和歌山県 2,759 ― ― 38.5 ― ― 71.7 ― ―

近畿圏計 3,452 3,490 1.1% 48.8 49.9 2.3% 70.7 69.9 ▲1.1%
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■ 2011年（１～12月）の戸当たりの平均販売価格は、前年同期比38万円、1.1％アップの3,490万円

■ 2011年（１～12月）の㎡当たりの平均販売単価は、前年同期比1.1万円、2.3％アップの49.9万円



３）近畿圏の人口動向

Ⅱ．近畿圏の市場動向

将来推計人口指数 （1995年 = 100 とした場合） 全国 年齢別人口の将来推計
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出所：国立社会保障・人口問題研究所 「日本の市区町村将来推計人口（平成19年5月推計）」及び「人口統計資料集2012年版」より当社作成 出所：国立社会保障・人口問題研究所 「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」より当社作成
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近畿圏 県別世帯数の将来推計 （2005年 = 100 とした場合）
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●2020年頃までは、ほぼ横ばい、以降減少の予測
近畿圏の他県（滋賀県・奈良県・和歌山県）については滋賀県が今後
引き続き上昇傾向、奈良県・和歌山県は2010年頃を境に減少傾向
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2005年 2010年 2020年 2030年
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年 年 年 年 年 年 年 年

■ 近畿圏の総人口は2005年頃をピークに、総世帯数は2015年頃をピークに減少に転じる
■ 夫婦と子供からなるファミリー世帯は減少
■ 世帯主の年齢が60歳以上の高齢世帯や晩婚化・離婚の増加による単独世帯が大幅に増加

出所：国立社会保障・人口問題研究所 「日本の世帯数の将来推計（2008年3月推計）」より当社作成 出所：国立社会保障・人口問題研究所 「日本の世帯数の将来推計（2009年12月推計）」より当社作成



４） 近畿圏の地価・建設コスト動向

■ 建築費指数推移（大阪） （2005年平均 100）

Ⅱ．近畿圏の市場動向

6 0
東京圏 大阪圏 名古屋圏 三大圏平均 地方圏平均 全国平均
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■ 建築費指数推移（大阪） （2005年平均 = 100）
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※建築費指数は、「建設物価」及び「建築コスト情報」掲載の工事費、資材価格、労務
出所 国土交通省「平成23年都道府県地価調査 より当社作成
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出所： 建設物価調査会 「建設物価建築費指数」より当社作成

費等を再構成して作成した建築工事費に関する一種の物価指数です。出所：国土交通省「平成23年都道府県地価調査」より当社作成

■　基準地価　対前年変動率の推移（住宅地）

1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年

東京圏 △ 7.3 △ 6.7 △ 5.8 △ 6.1 △ 5.6 △ 4.3 △ 2.5 0.7 4.8 1.6 △ 6.5 △ 3.0 △ 1.9

大大阪圏 △ 6.2 △ 6.5 △ 7.5 △ 8.9 △ 8.9 △ 6.8 △ 3.7 0.0 2.9 1.0 △ 4.5 △ 3.6 △ 1.8

名古屋圏 △ 3.4 △ 1.6 △ 2.4 △ 5.3 △ 5.6 △ 3.9 △ 2.5 △ 0.1 2.4 1.5 △ 4.2 △ 1.3 △ 0.7

三大圏平均 △ 6.4 △ 6.0 △ 5.9 △ 6.8 △ 6.6 △ 5.0 △ 2.8 0.4 4.0 1.4 △ 5.6 △ 2.9 △ 1.7

地方圏平均 △ 1.5 △ 1.8 △ 2.5 △ 3.4 △ 4.3 △ 4.4 △ 4.1 △ 3.1 △ 2.3 △ 2.1 △ 3.4 △ 3.6 △ 3.7

全国平均 △ 2 7 △ 2 9 △ 3 3 △ 4 3 △ 4 8 △ 4 6 △ 3 8 △ 2 3 △ 0 7 △ 1 2 △ 4 0 △ 3 4 △ 3 2

■ 好立地のマンション用地は企業間の取得競争が激化

■ 東日本大震災後、東京圏・名古屋圏では地価はやや弱い動きを見せている。一方、大阪圏では、住環境が良好で交通利便性の高い住宅地
において需要が底堅く 下落率が縮小

出所：国土交通省「平成23年都道府県地価調査」より当社作成

全国平均 △ 2.7 △ 2.9 △ 3.3 △ 4.3 △ 4.8 △ 4.6 △ 3.8 △ 2.3 △ 0.7 △ 1.2 △ 4.0 △ 3.4 △ 3.2
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において需要が底堅く、下落率が縮小

■ 東日本大震災後の復旧・復興に伴う労務単価や建設資材価格の上昇により建築コストは上昇傾向



今期の見通しⅢ．今期の見通し

１７１） 事業環境に対する認識と戦略 １７１） 事業環境に対する認識と戦略

２） 2013年3月期連結業績見通し １８

・・・・・・・

・・・・・・・

３） 2013年3月期引渡予定物件の紹介 １９３） 2013年3月期引渡予定物件の紹介 １９・・
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１）事業環境に対する認識と戦略

Ⅲ．今期の見通し

■ 東日本大震災からの復興事業本格化に伴い 近畿圏においても建築費は上昇傾向■ 東日本大震災からの復興事業本格化に伴い、近畿圏においても建築費は上昇傾向

■ 近畿圏でのマンション供給事業者数が減少。顧客の企業選択におけるブランド力・信用力の重要性がより増加

■ 低金利・税制優遇の継続、復興支援・住宅エコポイント制度やフラット35Sエコなど不動産関連政策の継続により住宅需要サイド
における住宅取得環境は良好

■ 買い控えによって購入を先送りしていた層が潜在需要として蓄積、値ごろ感のある住宅への潜在的需要は根強い

■ 消費税引き上げが決定すれば、増税前の駆け込み需要も顕在化

■ 将来の安定的成長を維持していくため、経営の安定性・収益性を重視する経営に注力

■ エリア毎の需給バランスや適正価格水準等に留意し、建築コスト・工期を適正に把握したうえで厳選した用地取得を実践

■ 市内中心部の都市型マンションの供給に注力し、顧客の購入体力に見合った価格設定を行う

■ 少子化の進行、ライフスタイルの多様化に対応した、プラン・設備・環境対策など市場ニーズに適合した物件を供給

■ 当社の強みである「掘り起こし営業」の徹底を図り、早期完売を目指す

■ 資本業務提携先である森トラスト株式会社とともに相互に経営ノウハウを提供することにより、国内におけるマンションの企画・
開発・販売等を協力して推進
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開発・販売等を協力して推進



２）2013年3月期連結業績見通し

Ⅲ．今期の見通し

（単位：百万円）

2013/3月期 業績予想

売上高 21 358 24 000 12 4％7 291 6 350 △12 9％

2012/3月期 実績

通期 通期対前年比中間期 中間期対前年比通期中間期
売上高

売上高 21,358 24,000 12.4％7,291 6,350 △12.9％

営業利益（△損失） 2,735 2,850 4.2％650 △200 －

経常利益（△損失） 2,201 2,400 9.0％378 △450 －

当期純利益（△損失） 1,205 1,400 16.1％195 △550 －

売上高・経常利益・引渡戸数 の中間・通期比較

当期純利 （ 損失） , ,

引渡戸数（戸） 1,006 1,033 2.7％300 311 3.7％

1株当たり当期純利益（△損失）（円） 78.13 90.72 16.1％12.65 △35.64 －
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3,000

21 ,358
24 ,000
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,
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中間 通期 中間 通期
△ 450

△ 1,000

0
中間 通期 中間 通期

■ 確実に販売計画を達成出来るよう、販売価格及び販売経費をより保守的に織り込み計画を策定

■ マンションの引渡が下半期に偏重していることから、売上・利益ともに下半期に偏重する見込み

2012年3月期 実績 2013年3月期 予想 2012年3月期 実績 2013年3月期 予想 2012年3月期 実績 2013年3月期 予想
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■ マンションの引渡が下半期に偏重していることから、売上 利益ともに下半期に偏重する見込み

■ 森トラスト株式会社との提携による影響は今回発表の計画には織り込まず。今後の具体的な業務提携内容は現在両者間で協
議中



３） 2013年3月期引渡予定物件の紹介①

Ⅲ．今期の見通し

エスリード高槻上牧フロントステージ（2012年9月引渡予定） エスリード上本町グラセント（2012年10月引渡予定）

所在地 大阪府大阪市 寺 上汐 総 数在 大 府高槻市 牧北 前 総 数

エスリード上町台セミリア（2012年12月引渡予定）

所在地：大阪府大阪市天王寺区上汐3-8-10 総戸数：56戸

敷地面積： 555.53㎡ 延床面積： 3,888.50㎡建物規模：地上15階地下1階

所在地：大阪府高槻市上牧北駅前町381-1 総戸数：33戸

敷地面積： 714.29㎡ 延床面積： 2,545.72㎡建物規模：地上12階

エスリード栗東駅前パークレジデンス（2013年1月引渡予定）
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所在地：大阪府大阪市中央区上汐1-1-9 総戸数：42戸

敷地面積： 659.41㎡ 延床面積： 3,237.98㎡建物規模：地上15階

所在地：滋賀県栗東市綣3-11-2 総戸数：109戸

敷地面積：2,904.45㎡ 延床面積：10,269.41㎡建物規模：地上12階



３） 2013年3月期引渡予定物件の紹介②

Ⅲ．今期の見通し

エスリード烏丸御池（2013年2月引渡予定）エスリード一条東堀川（2013年1月引渡予定）

所在地 京都市中京 御池 丸木材木 総戸数 戸 店舗 戸

エスリード京都山科（2013年2月引渡予定）

所在地：京都市中京区堺町通御池下る丸木材木町670 総戸数：40戸 店舗1戸

敷地面積： 378.12㎡ 延床面積：3,294.24㎡建物規模：地上11階地下1階
所在地：京都府京都市上京区東堀川通一条上る竪富田町426-2

敷地面積：1,036.56㎡ 延床面積：4,063.11㎡建物規模：地上7階

総戸数：42戸
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所在地：京都府京都市山科区御陵大津畑町16-3 総戸数：64戸

敷地面積： 2,523.39㎡ 延床面積： 5,465.09㎡建物規模：地上7階
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１） 会社概要

Ⅳ．参考資料

商 号 日本エスリード株式会社（英訳名 NIHON ESLEAD CORPORATION）

設 立 1992年（平成4年）5月8日設 立 1992年（平成4年）5月8日

資 本 金 19億8,300万円

代 表 者 代表取締役社長 荒牧 杉夫

事 業 内 容 マンション分譲事業、賃貸事業他

免 許 等
宅地建物取引業者免許／国土交通大臣免許（４）第5489号

一級建築士事務所／大阪府知事登録（ロ）第21863号

従 業 員 数 連結： 209名、単体： 167名（2012年3月31日現在）

上 場 市 場 東証1部・大証1部（証券コード： 8877）

所 在 地
本 社 ： 大阪市福島区福島六丁目25番19号

福岡支店 ： 福岡市中央区天神5丁目9番9号
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（2012年3月末現在）



２） 会社沿革

Ⅳ．参考資料

1992年（平成４年） ５月 日本エスリード株式会社設立、大阪市北区西天満に本社開設

1992年（平成４年） ９月 福岡市中央区渡辺通に福岡支店（現、福岡市中央区天神）を設置

1993年（平成５年）11月 本社を大阪市北区梅田に移転

1996年（平成８年） ５月 エスリード管理株式会社（マンション管理事業、当社100％出資）を設立

1999年（平成11年） ４月 ホームワランティを日本で初めて標準装備

1999年（平成11年）10月 大阪証券取引所市場第二部に株式を上場1999年（平成11年）10月 大阪証券取引所市場第二部に株式を上場

2001年（平成13年） ３月 大阪証券取引所市場第一部に株式を上場

2001年（平成13年）11月 東京証券取引所市場第一部に株式を上場

2006年（平成18年） ５月 綜電株式会社（電力管理事業、当社100％出資）を設立

2006年（平成18年） ６月 イー・エル建設株式会社（設計施工、リフォーム事業、当社100％出資）を設立

2007年（平成19年） ５月 エスリード住宅流通株式会社（不動産売買・仲介事業 当社100％出資）を設立2007年（平成19年） ５月 エスリード住宅流通株式会社（不動産売買・仲介事業、当社100％出資）を設立

2009年（平成21年） ９月 本社を大阪市福島区福島 （現所在地） に移転

2012年（平成24年） ２月 森トラスト株式会社と資本業務提携契約を締結
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３）グループ編成

『総合生活産業のトップランナ を目指して

Ⅳ．参考資料

『総合生活産業のトップランナー』を目指して
マンション分譲事業及びその周辺事業を展開するグループを構築

（2012年５月末現在）

①新規事業の立上げは、マンション関連事業に限定グループ編成の
基 本 方 針

当社は、マンション分譲を中心とした事業に特化した経営により、お客様の住まいに関する『総合生活産業のトップランナー』を目指し

ており、この目標に向けた効率的かつ生産的なグループ経営体制を築くために、新規事業の立上げは、全て、当社（日本エスリード株

②『マンションのことなら全て』を目指したグループ構築

式会社）が展開するマンション分譲事業の周辺事業に注力することを基本方針としています。これにより、当社の連結子会社4社は全

て、マンション関連事業に属する業務を機能別に担う編成となっています。

同様に、お客様の住まいに関する『総合生活産業のトップランナー』を目指す立場から、当社は、「マンションのことなら全てエスリード

グループにお任せください」というグループの構築を進めています。これにより、当社グループでは、当社マンションをご購入いただくお客

Nihon Eslead Corporation 24

グル プにお任せください」というグル プの構築を進めています。これにより、当社グル プでは、当社マンションをご購入いただくお客

様に対して、購入検討段階からご入居後も安心して暮らせる管理やアフターサービス、リフォーム、住み替えに至るまで、住まいに関わ

るトータルサービスをグループ完結型で提供することを目指しています。



４） グループ会社紹介①

Ⅳ．参考資料

エスリード管理株式会社（連結子会社）

【会社概要】

商号 エスリード管理株式会社

設立 1996年5月20日

資本金 1,000万円

代表者 代表取締役 荒牧 杉夫

事業内容 １． マンション等の管理業務

２． 不動産の賃貸・売買及びこれらの管理・媒介

代理業務代理業務

３． 建物の清掃業

４． リフォーム・リフレッシュ工事請負

及びこれらのコンサルタント業務

５． 生損保代理店業務

マンション管理業免許 国土交通大臣（2）第061002号

マンション管理事業では、管理組合・事業主・オーナー・
居住者の皆様が求める理想のマンション管理を目指し、
あらゆる角度からきめ細やかなサービスをご提供 また免許等

マンション管理業免許 国土交通大臣（2）第061002号

宅地建物取引業免許 大阪府知事（3）第45583号

一級建築士事務所 大阪府知事登録（イ）第23751号

警備業免許 大阪府公安委員会第62002410号

あらゆる角度からきめ細やかなサービスをご提供。また
賃貸管理事業では、賃貸経営をお考えの皆さんに対して、
そのサポート業務「分譲貸しマンション管理」を行なって
います。
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４） グループ会社紹介②

Ⅳ．参考資料

綜電株式会社（連結子会社）綜電株式会社（連結子会社）
【会社概要】

商号 綜電株式会社

設立 2006年5月17日

資本金

管理受託戸数の推移

3 893
(戸)

資本金 3,000万円

代表者 代表取締役 荒牧 杉夫

事業内容 １．電力管理事業

２．エネルギーコンサルタント

３．前記各号に附帯関連する

2,820

3,207

3,893

3,000

4,000

一切の事業

技術提携 中央電力（株）

免許等 登録電気工事業者

大阪府知事登録第2009-0068号
1,122

1,917

1 000

2,000

190

0

1,000

1期 2期 3期 4期 5期 6期
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４） グループ会社紹介③

Ⅳ．参考資料

建 株式会社（連結子会社）イー・エル建設株式会社（連結子会社）

【会社概要】

商号 イー・エル建設 株式会社

設立 2006年6月14日

資本金 5,500万円

代表者 代表取締役 荒牧 杉夫

事業内容 新築・増改築・建替え業務ならびに

戸建・マンションのリフォーム業務他

免許等 建築工事業 大阪府知事許可（特 23）第127305号免許等 建築工事業 大阪府知事許可（特-23）第127305号

一級建築士事務所 大阪府知事登録（イ）第22801号
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４） グループ会社紹介④

Ⅳ．参考資料

エスリード住宅流通株式会社（連結子会社）

【会社概要】

商号 エスリ ド住宅流通 株式会社

【不動産流通事業】

商号 エスリード住宅流通 株式会社

設立 2007年5月8日

資本金 1,000万円

代表者 代表取締役 山口 真司

事業内容 不動産流通事業 資産運用事業事業内容 不動産流通事業、資産運用事業、
賃貸事業、リノベーション事業他

免許等 宅地建物取引業免許 大阪府知事
（1）第53251号

● 不動産流通事業 個人のお客様（売主 買主）を対象とした居住用不動産の仲介● 不動産流通事業 個人のお客様（売主・買主）を対象とした居住用不動産の仲介、
法人のお客様を対象とした業務用不動産の仲介のほか、
投資用不動産の仲介、各種不動産の売買など、
幅広い分野でオールマイティなサービスを提供しています。

● 資産運用事業 個人・法人のお客様が所有する遊休地について、資産運用事業 個人 法人 お客様が所有する遊休地 て、
「土地有効活用」や「コンサルティング」など当社のノウハウを
資産運用の観点からご活用いただくための
充実したサービスを提供しています。

● 賃貸事業 全国をカバーする情報ネットワークにより、個人のお客様がお求めの
居住用物件 法人のお客様がお求めのオフィス・店舗など居住用物件、法人のお客様がお求めのオフィス・店舗など、
賃貸物件の情報を提供し、最適の物件をご案内しています。

● リノベーション事業 個人・法人のお客様が所有する賃貸中の不動産を１室単位から取得し、
入居者様の退去後、リノベーションにより“中古マンション”を
“新たな住まい”に生まれ変わらせ、住宅購入希望の皆様に提供しております。
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５） 2012年３月期販売プロジェクトの紹介

Ⅳ．参考資料

スリ ド四条室町（2011年9月竣工引渡） リ デ ア玉造駅前（2012年2月竣工引渡）エスリード四条室町（2011年9月竣工引渡） リーディア玉造駅前（2012年2月竣工引渡）

所在地 大阪府大阪市天王寺区玉造元町1 10 総戸数 111戸所在地 京都府京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町541 総戸数 51戸

エスリード松原松ヶ丘第２（2012年2月竣工引渡） エスリード南堀江（2012年2月竣工引渡）

所在地：大阪府大阪市天王寺区玉造元町1-10 総戸数：111戸

敷地面積： 1,276.09㎡ 延床面積：8,076.61㎡建物規模：地上15階

所在地：京都府京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町541 総戸数：51戸

敷地面積：1,375.86㎡ 延床面積：4,238.25㎡建物規模：地上5階
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所在地：大阪府大阪市西区南堀江2-21-3 総戸数：65戸

敷地面積：834.98㎡ 延床面積：5,553.19㎡建物規模：地上15階

所在地：大阪府松原市松ヶ丘1-358-45の一部 総戸数：114戸

敷地面積：3,710.48㎡ 延床面積： 7,985.39㎡建物規模：地上10階



快適なマンションライフを提案する

【【IRIR担当部門（お問い合わせ先）担当部門（お問い合わせ先）】】

IRIR担当役員：取締役管理本部長担当役員：取締役管理本部長 井上祐造井上祐造

IRIR担当：経理部経理課担当：経理部経理課 松原英俊松原英俊

（（http://www.eslead.co.jp/ir/inquiry.htmlhttp://www.eslead.co.jp/ir/inquiry.html））

TEL:06TEL:06--63456345--1880     FAX:061880     FAX:06--63456345--17701770

htt // l d j /htt // l d j /
● 本資料は2012年3月期決算の業績及び今後の経営戦略等に関する情報の提供を目的としたものであり、

当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません

http://www.eslead.co.jp/http://www.eslead.co.jp/

当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。

● 本資料は2012年6月1日現在のデータに基づいて作成されています。

● 本資料に記載された意見、計画、予測等は、資料作成時点での当社の判断であり、その実現・達成を保証、

約束するものではなく、また、その情報の正確性、完全性を保証、約束するものではありません。
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● 本資料に記載された内容は、予告なしに変更されることがあります。


